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編修趣意書
（教育基本法との対照表）

編修の趣旨
　私たちは音楽科の学習を通して，生徒に「このような資質・能力を育みたい」と願いました。

●音楽を通して社会と関わりながら豊かな人生を切り拓く力。
●音楽の幅広い知識や技能。
●主体的・対話的で深い学びの実現によって得られる，汎用性の高い学力。

　こうした課題に取り組むために，次のようなことに留意して編修いたしました。

 1. 編修の基本方針

基本方針

1
さまざまな音楽文化に
触れられるようにします。
我が国や諸外国に伝わるさまざまな音楽に触れ，
そのよさを感じ取りながら，表現活動ができる
ようにしました。

基本方針

3
基本方針

2
主体的・対話的な学習を引き出し，
深い学びを促します。
課題意識をもって，友達と対話，協働しながら
学習することで，学びの質を深めます。

音楽の幅広い知識や技能を
得られるようにします。
楽器の特徴などの知識や，表現活動をするための
技能を確実に得られるように，さまざまな工夫を
しました。

3つの
基本方針

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31‒6 中学校 音楽 器楽合奏 第１～３学年

※発行者の番号・略称※教科書の記号・番号 ※教科書名

27　教芸 器楽　752 中学生の器楽



2

基本方針

1

和楽器による表現活動を通して，我が国の伝統的な音楽のよさに触れます。1

さまざまな音楽文化に触れられるようにします。
我が国や諸外国に伝わるさまざまな音楽に触れ，そのよさを感じ取りながら，
表現活動ができるようにしました。

（p.40・41）

（p.56・57）

さまざまな音楽と楽器とのつながりを知ることができます。2

バンドの世界をのぞいてみよう

（p.69）

日本音楽の楽器編成 バンドの世界をのぞいてみようバンドの世界をのぞいてみよう

（p.75）

箏楽器を知ろう

●箏は，奈良時代に中国から伝来しました。当初は主に
雅
が

楽
がく

で用いられていましたが，しだいに箏だけを伴
ばん

奏
そう

楽器とする歌が生まれました。

●江
え

戸
ど

時代になると，八
やつ

橋
はし

検校など目の不自由な音楽
家たちが箏を演奏するようになり，数多くの曲をつ
くりました。これが現在「箏

そう

曲
きょく

」と呼ばれている，箏
を主奏楽器とする音楽の基本になっています。

●箏曲には，独奏や重奏，三
しゃ

味
み

線
せん

や尺
しゃく

八
はち

との合奏（三曲
合奏）などによるものがあり，これらの多くは歌を
伴
ともな

って演奏されます。
　 （ p.69「日本音楽の楽器編成」）

箏の演奏を聴
き

こう

宮
みや

城
ぎ

道
みち

雄
お

 作曲
「手

て

事
ごと

」から第３楽章“輪
りん

舌
ぜつ

”

　箏のさまざまな奏法が用いられている曲です。繰
く

り返
し登場する主な旋

せん

律
りつ

には，「六
ろく

段
だん

の調
しらべ

」の“四
よ

段
だん

”の冒
ぼう

頭
とう

部分が取り入れられています。
（ p.46「六段の調」から“四段”）

二世吉
よし

沢
ざわ

検
けん

校
ぎょう

 作曲

千
ち

鳥
どり

の曲

参考曲

　
遠
藤
千
晶
さ
ん
に
つ
い
て

　箏は，糸の弾
ひ

き方によってさまざまな音色を出すこと
ができる楽器です。また，「平

ひら

調
ぢょう

子
し

」（ p.41）などに調
ちょう

弦
げん

された糸を順番に弾くことによって，日本の音階の美
しさを感じ取ることもできます。

 一つ一つの音の響
ひび

きをよく聴きながら，思いをこめ
て演奏をしてください。

遠
えん

藤
どう

千
ち

晶
あき

さんからのメッセージ

　箏の調弦にはさまざまな種類
があります。「○○調子」と呼
ばれるものの他，「少年時代」「夏
祭り」（ p.98）に示したような
調弦法もあります。

調弦

※一の糸は，1オクターヴ低く調弦する場合もある。

一を「ニ音」にした場合 都節音階
平
ひら
調
ぢょう
子
し

都
みやこ

節
ぶし

音階による調子
の一つで，箏の最も
基本的な調子。

一を「ニ音」にした場合 律音階
乃
の
木
ぎ
調子

律
りつ

音階による調子の
一つ。

　箏の調弦は，声の高さや演奏形態などに応じ
て，｢一の糸｣を基準に音の高さを変える。こ
こでは，実際の演奏で用いることが多い，一の
糸を｢ニ音｣にした例を示している。

　右手の親指，人さし指，中指に爪
をはめて演奏します。指先を少し湿

しめ

らせておくと，はめやすくなります。

爪
つめ

　右手で糸を持ち上げ，左手で柱
じ

を挟
はさ

むように持って竜甲にしっ
かり固定し，糸をかけます（写真左）。一の糸と巾の糸の柱

じ

は，
足の片方を磯にかけて立てます（写真中，右）。

柱
じ

の立て方

柱
じ

を立てる要領 一の糸の柱
じ

（奏者の向こう側） 巾の糸の柱
じ

（奏者側）
巾の糸には特に力がかかりやすいため，
この形の柱

じ

（巾
きん

柱
じ

）を用いる。

角
かく

爪
づめ

（生
いく

田
た

流
りゅう

） 丸
まる

爪
づめ

（山
やま

田
だ

流）

各部の名
めい

称
しょう

各部の名称は，箏全体を竜
りゅう

の姿になぞらえて付けられています。

※真ん中が七の糸

上から見た場合

低
い
音

高
い
音

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
斗と

為い

巾き
ん

奏者側

糸の名称

つめ

※真ん中が七の糸

上から見た場合

低
い
音

高
い
音

一
二
三
四
五
六
七
八
九
十
斗と

為い

巾き
ん

竜
りゅう

頭
とう

磯
いそ

糸（弦
げん

）

竜
りゅう

尾
び 雲

うん

角
かく

竜
りゅう

角
かく

竜
りゅう

甲
こう

柱
じ

竜
りゅう

舌
ぜつ

四
し

分
ぶ

六
ろく

箏こ
と

箏のさまざまな演奏
箏二重奏

箏：菊
きく

珠
たま

三
み

奈
な

子
こ

，菊
きく

央
おう

雄
ゆう

司
じ

箏：萩
はぎ

岡
おか

松
しょう

韻
いん

，渡
わた

辺
なべ

岡
おか

華
はな

　三味線：萩岡松
しょう

柯
か

　尺八：青
あお

木
き

鈴
れい

慕
ぼ

三曲合奏

箏と琴
きん

　「箏」と「琴」はどちらも奈良時代に中国から伝えられ

た「こと」の仲間ですが，それぞれ異なる特
とく

徴
ちょう

をもった

楽器です。箏は柱
じ

を用いるのに対して，琴では柱
じ

を用

いません。

　平安時代には「そう（箏）のこと」「きん（琴）のこと」

というように区別していましたが，琴はしだいに演奏

されなくなり，「こと」といえば箏を指すのが一
いっ

般
ぱん

的と

なりました。また，「琴
こと

」と書いて実際には箏を指す場

合もあります。 琴

竜舌に装
そう

飾
しょく

が施
ほどこ

されている
楽器もある。

　13本の糸は，竜頭を右にして向こう
側から順に，一，二，三，四，五，六，七，
八，九，十，斗

と

，為
い

，巾
きん

と呼ばれています。

※ 各部には，他にもさまざまな呼び方がある。
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太
鼓

ヒ
ダ
ノ
修
一
さ
ん
に
つ
い
て

種類

姿勢と構え方
　両足を肩

かた

幅
はば

より広めに開いて前後にずらし，膝
ひざ

は使用する太鼓の高さによって曲げぐあいを調整します。
　腹筋に力を入れて下半身を安定させ，上半身をリラックスさせた状態で背

せ

筋
すじ

を伸
の

ばして立ちます。

楽器を知ろう
●その歴史はたいへん古く，伝達手段として打ち鳴らされ
たり，人々と神とを結び付ける祈

いの

りや儀
ぎ

式
しき

で用いられた
りしていたようです。

●さまざまな種類があり，音楽のジャンルや編成によって
用いられる楽器が異なります。

 （ p.69 「日本音楽の楽器編成」）

●特に近年は，大小さまざまな太鼓を組み合わせて合奏す
る「組太鼓」が盛

さか

んに行われています。

太鼓の演奏を聴
き

こう

ヒダノ修一 作曲
T
タイコ

AIKO P
パワー

OWER

　ドラムセットのように並べた太鼓群は，簡単なメロディー
を奏
かな

でられるようにチューニングしてあります。どのような
打ち方をしているのか想像しながら聴きましょう。

（沖縄県）エイサー

参考曲

太鼓を使った各地に伝わる郷土の祭りや芸能

エイサー
（沖縄県）

古川祭
まつり

の起
おこ

し太鼓（岐阜県飛
ひ

騨
だ

市）壬
み

生
ぶ

の花
はな

田
た

植
うえ

（広島県山
やま

県
がた

郡北広島町）

徳
とく

重
しげ

大
う

バラ太鼓踊
おど

り
（鹿児島県日

ひ

置
おき

市）

　太鼓の中で最も一
いっぱん

般的な楽器で，祭
まつり

囃
ばや

子
し

や盆
ぼん

踊
おど

りなどに用いられます。
　両面の革

かわ

は鉄
てつ

鋲
びょう

で胴に留められて
おり，その形状から「鋲

びょう

打
うち

太鼓」，また
は「宮

みや

太鼓」「櫓
やぐら

太鼓」などと呼ばれま
す。

　郷土芸能や組太鼓などに用いられま
す。軽量なため，担

かつ

いで演奏すること
もできます。
　両面の革を留めている縄やひもの締

し

めぐあいによって，音の高さを調節し
ます。

　高く華
はな

やかな音色をもち，能
のう

楽
がく

，歌
か

舞
ぶ

伎
き

，祭囃子などに用いられます。
　両面の革を留めているひもや金具の
締めぐあいによって，音の高さを調節
します。

長
なが

胴
どう

太鼓

※ 能楽や歌舞伎などの囃子では， 
ひもで締めた楽器が用いられる。

軽く肘
ひじ

を曲げて，ばち
4 4

の先
せんたん

端が打面の中心にくる位置で構える。
太鼓との距

きょ

離
り

を測り，ばち
4 4

が「ハ」の字になるように。

●締太鼓 あぐらの場合

●締太鼓 正座の場合

太鼓：ヒダノ修一 太鼓：土
ど

肥
い

舞
まい

子
こ

太鼓：一
いっさい

彩

締
しめ

太鼓桶
おけ

胴
どう

太鼓太
たい

鼓
こ

　日本の太鼓は，音楽として楽しめるだけでは
なく，日本古来の伝説や歴史にもたびたび登場
するとても重要な楽器です。友達どうしで呼吸
を合わせることにより，すばらしいアンサンブ
ルをつくり上げることができます。心と心をつ
なぐリズムの響

ひび

きを求めて，両手をしっかりと
上げ，大きな声を出して楽しんでください。 

ヒダノ修
しゅう

一
いち

さんからのメッセージ
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三
味
線

弾いてみよう 拍
はく

にのって，３本の糸がよく響
ひび

くように弾き方を工
く

夫
ふう

しましょう。

響きをよく聴
き

きながら，
ゆっくりとした速度で弾く。

1 拍にのって，速めに弾く。2

弾く前のばち
4 4

の位置

（二
に

上
あが

り）

調
ちょう

弦
げん

ばち
4 4

の扱
あつか

い方

姿勢
　両膝

ひざ

の間
かん

隔
かく

を握
にぎ

り拳
こぶし

1つ分ぐらい開き，上体をやや前に倒
たお

し，腰
こし

を伸
の

ばして正座します。
椅
い

子
す

に座
すわ

る場合は，浅く腰掛
か

け，背もたれに寄りかからないようにします。

姿勢と構え方

楽器の構え方
1  膝ゴムを右足の付け根と膝

ひざ

頭
がしら

の中間に
　 置き，その中心に三

しゃ

味
み

線
せん

の胴
どう

をのせます
　（ポイント 1  2   ）。
2  右腕の手首から6～7cmの辺りが，胴
　 かけの中心よりやや根

ね

緒
お

寄りに当たる
　 ようにして構えます（ポイント  3  ）。

左手の構え方
　指かけを左手の親指と人さし指にかけて，そ
の両指の付け根に棹

さお

をのせます。糸を押
お

さえる
ときは，人さし指，中指，薬指を使います。

棹ののせ方指かけのかけ方

基本的な奏法
　糸にばち

4 4

を打ち下ろして音を出します。
　糸を弾く位置は，ばち

4 4

皮を目安にします。ばち
4 4

皮は，表
おもて

皮
がわ

のばち
4 4

が当たる部分に貼
は

られている半月状の薄
うす

い皮
のことです。棹の付け根から2 . 5 cmぐらいのところで，ばち

4 4

をばち
4 4

皮に打ち下ろすようにして弾きます。

糸を弾き終わったところばち
4 4

が糸にかかったところばち
4 4

を振
ふ

り上げたところばち
4 4

を構えたところ

三の糸を弾く場合 …ばち
4 4

皮の部分

動かし方
　右腕

うで

の手首から６～７cmの辺りを，左手で下から支え
ます。ばちを持った右手は，扇

せん

子
す

をあおぐような感じで動
かし，実際に弾

ひ

くときの動きをイメージします。

手のひらを左側に向ける。 手のひらをストンと下に向ける。

２つの動作を繰
く

り返す。

持ち方
　右手でばち

4 4

の真ん中辺りを上から優
やさ

し
くつかむような感じで持ち，小指を反対側
から挟

はさ

み込
こ

みます。親指は，ばち
4 4

の表面に
のせます。

親指と人さし指の間に
トンネルをつくるイメージで。

左手でばち
4 4

を
支える。

小指の
位置 親指の位置

三味線：杵
きね

屋
や

勝
かつ

国
くに

悠
はる正座する場合 椅子に座る場合

二の糸巻が頰
ほお
から

耳の高さになるように。

腕をリラックスさせ，
肘
ひじ
を自然に開く。

三味線の胴が，手のひらの
幅
はば

ぐらい外側に出るように。
ポイント 2

胴の角の部分が
膝ゴムに当たるように。

ポイント 1

右腕は胴かけの上にのせる
のではなく，角にかける。

ポイント 3

52 53

（p.52・53）

3

写真や図版をふんだんに用いて，分かりやすく説明をしています。1

（p.70・71）

見やすく，スッキリとした紙面がスムーズな学習を実現します。2

インクルーシブ教育の実現を目指し，特別支援教育や色覚特性の多様性などの観点から，
基本的に白を基調とした紙面とし，情報の配置にも配慮しました。

基本方針

2
音楽の幅広い知識や技能を得られるようにします。
楽器の特徴などの知識や，表現活動をするための技能を確実に得られるように，
さまざまな工夫をしました。



4

主体的・対話的な学習を引き出し，深い学びを促します。
課題意識をもって，友達と対話，協働しながら学習することで，学びの質を深めます。

基本方針

3
キャラクターやコラムが主体的・対話的な学習を促します。1

（p.102）

考える観点を例示しながら，主体的で対話的な学びを引き出します。

（p.13）

（p.15）

特に意を用いた点

ギターのダイヤグラム
奏者の視点からの模式図を併用し，いっそう分かりやすくしました。
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 2. 対照表

図書の構成・内容 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻頭口絵

ピアニスト，反田恭平氏のインタビューを掲載し，楽器を通した音楽文
化に親しみ尊重する態度を養えるようにしました。（第五号） p.2・3

人が楽器を演奏する，ということはどういうことなのかを社会とのつな
がりの中で理解できるようにしました。（第四号） p.4・5

アンサンブル セミナー

器楽の活動を通して，音楽科の学力を高めることのできる教材を配置し，
その学習手順を示しました。（第一号） p.10 〜 15

グループ活動の中で，協働しながら学習を進められるような教材を含め
ました。（第三号） p.10 〜 15

リコーダー　〜　打楽器

各楽器の特徴や基本的な奏法が理解できるように，分かりやすい写真と
説明文を示しました。（第一号） p.16 〜 74

生徒一人一人の創造性を育成するために，創作の学習内容を示しました。
（第二号） p.49

和楽器を活用した学習活動を通して，我が国の伝統的な音楽に親しみ，
そのよさを味わえるようにしました。（第五号） p.40 〜 69

諸外国の音楽で使用する楽器を紹介し，それらを用いる音楽により親し
めるようにしました。（第五号） p.70 〜 74

アンサンブル

グループ活動の中で，協働しながら学習を進められるような教材を含め
ました。（第三号） p.76 〜 95

我が国の伝統と文化を尊重する態度を育成するために，我が国の伝統的
な音楽やその手法を用いた教材を掲載しました。（第五号） p.92 〜 95

楽器で Melody
さまざまなジャンルの名曲の旋律をリコーダーや和楽器などで演奏し，
それらに親しめるようにしました。（第一号） p.96 〜 99

資料

我が国の伝統と文化を尊重する態度を育成するために，我が国の伝統音
楽にどのような楽器が使われているかを示しました。（第五号） p.69

和楽器を演奏している中学生の姿を紹介することによって，我が国の伝
統的な音楽や楽器への親しみをもてるようにしました。（第五号） p.107



リ
コ
ー
ダ
ー

0

アルト リコーダー A

アルト リコーダー A

両手の運指やサミングに気を付けながら，
吹
ふ

き方を工
く

夫
ふう

しましょう。

H. アーレン 作曲

スコットランド民
みんよう

謡

虹
にじ

の彼
かなた

方に

アニー ローリー

1 2

高い音は，どうしたらきれいに出せますか？
高い音を出すときには，サミングでつくるサム ホールの隙間が広くなりすぎないように気を
付けましょう。そして，「t

テュ

yu」や「t
ティ

i」といったタンギングを使い，スピードのある息で吹くと
よいでしょう。

サミング
　「サミング」とは，右の写真のようにサム ホール（裏

うらあな

孔）にわずかな隙
すき

間
ま

をつくる運指のことで，高音を演奏する際に用います。

サミングの記号…　，

左手親指の力を抜
ぬ

いて軽
かろ

やかに動かそう。吹いてみよう 1

サミングの音を美しく響
ひび

かせよう。吹いてみよう 2

親指を下へずらす方法もある。

親指を少し曲げて，わずかな
隙間をつくる。

アルト リコーダー A

アルト リコーダー A

ソプラノ リコーダー S

ソプラノ リコーダー S

［サミング］LESSON 3

運指（アルト）

3
2
1
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3
2
1

0

3
2
1

0

3
2
1

0

3
2
1

0

3

6
5 5

4

6
5
4

5
4

5

2
1

0

3
2
1

0

運
指
に
注
意

サミングで出す音

4
55

4
55

6

0

2
3

1

0

2
3

1

0

2
3

1

0

2
3

1

0

2
3

1

0

2
3

1
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高い音は，どうしたらきれいに出せますか？
高い音を出すときには，サミングでつくるサム
付けましょう。そして，「

サミングの音を美しく響かせよう。

高い音は，どうしたらきれいに出せますか？
高い音を出すときには，サミングでつくるサム
付けましょう。そして，「

S A
M
P L

E

1

（p.10・11）

（p.14・15）

編修趣意書
（学習指導要領との対照表）

 1. 編修上特に意を用いた点や特色

「器楽」の活動を通した「学び」に注目できるように「アンサンブル セミナー」をはじめに示しました。

学習指導要領に示された内容を確実に学習できます。1

さまざまな楽器の奏法，基本的な技能を分かりやすく説明しました。手順を追って無理なく取り組むことが
できます。

楽器の奏法，基本的な技能を確実に習得できます。2

（p.20・21，24・25，26・27，28）

※受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31‒6 中学校 音楽 器楽合奏 第１～３学年

※発行者の番号・略称※教科書の記号・番号 ※教科書名

27　教芸 器楽　752 中学生の器楽



2

各楽器の奏者の方々から，エキスパートならではのメッセージを紹介しました。

エキスパートの方々からのメッセージを掲載しました。3

さまざまな楽器に対応し，多彩なジャンルの音楽に触れられるような合奏曲を掲載しました。

さまざまな編成，ジャンルの合奏曲を掲載しました。4

（p.40） （p.62）

（p.92） （p.94）

（p.66）

（p.50）（p.56）

（p.77） （p.84） （p.86）



資
料

※弦楽器と管楽器は，オーケストラに用いられるものを中心とする西洋の楽器を，
　打楽器はそれらに加えて，中南米の音楽などで用いられるものを示している。

※写真は一例。楽器ごとの縮尺は異なり，
　ばちや弓は省略している。

　皆
みな

さんが演奏したり聴
き

いたりし
たことのある楽器の他にも，世界
にはたくさんの楽器があります。
ここではさまざまな楽器を７つに分
類して，それらの一部を紹

しょう

介
かい

します。

鍵
けん

盤
ばん

楽器

弦
げん

楽器

電子楽器

コラ

モリンホール
（馬
ば
頭
とう
琴
きん
）

クンダン 電子ドラムセット

エレキ ギター
（エレクトリック ギター）

エレキ ベース
（エレクトリック ベース）

電子
キーボード

ピアノ

チェンバロ

アコーディオン

タンブリン

コントラバス

ヴィオラ

ハープ
チェロ

ヴァイオリン

クラシック
ギター

尺
しゃく

八
はち

箏
こと

長
なが

胴
どう

太鼓

桶
おけ

胴
どう

太鼓締
しめ

太
だい

鼓
こ

篠
しの

笛
ぶえ

三
しゃ

味
み

線
せん

ソプラノ
リコーダー

アルト
リコーダー

フルート

サクソフォーン

クラリネット

オーボエ

ファゴット

ホルン

トランペット

トロンボーン

ユーフォニアムチューバ

クラベス

カウベル シェーカー

アゴゴー

カホン

シンバル

小太鼓
（スネア ドラム）

大太鼓
（バス ドラム）

鈴
すず カスタネット

ボンゴ

ティンパニ

コンガ

エレクトリック
アップライト
ベース 

バグパイプ

ズルナ

サンポーニャ

世界の
諸民族の楽器

図
ず

鑑
かん

打楽器

管楽器管楽器

和楽器

ドラムセット

楽 器 の  

ジェンベ
（ジャンベ）

※楽器の分類法にはさまざまなものがあり，例えばエレキ ギター
やエレキ ベース，エレクトリック アップライト ベースなどは
電気楽器に分類されることもある。

104 105

3

器楽の学習や活動をサポートするための資料を豊富に掲載しました。

分かりやすい資料を豊富に掲載しました。5

学習のきっかけとなる参考資料を掲載しました。

器楽の活動への意欲を引き出す特集6

（p.104・105）

楽器の図鑑

（p.102・103）

ギター／キーボード コード表

（p.2・3） ピアノで語るということ （p.107）楽しもう！ 和楽器の音楽
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基
本
事
項

教育基本法の遵守

⃝教育基本法第二条の「教育の目標」を達成するため，次のような点を重視して
編修しました。

①音楽を愛好し，自らの生活に生かす心を育む。　②確かな音楽科の学力を育む。　
③主体的・対話的に学習に取り組む態度を育てる。

学習指導要領の遵守
⃝学習指導要領に示された音楽科の目標を踏まえ，指導すべき内容項目は漏れな

く押さえました。

内
　
　
　
容

系統性
⃝全学年を通して，学習指導要領の内容に示された学習が段階的に進められるよ

うに教材を選択しています。

配列・分量
⃝学習目標と活動文を明示した「アンサンブル セミナー」を冒頭に配列し，器楽

を通した学習が行えるように配慮しました。（p.10 〜 15）

学習意欲・主体性の育成
⃝目次とは別に，器楽と創作の２分野について，１年間の学びを俯瞰できるページ

を配置しました。（p.8・9）

アンサンブル セミナー
⃝学習目標と活動文を明示し，器楽を通した学習が行えるように配慮しました。
（p.10 〜 15）

リコーダー　〜　打楽器
⃝各楽器の特徴を理解し，その表現活動に必要な基本的な技能を習得できるよう

に内容を精選しました。（p.16 〜 74）

創作教材
⃝箏による表現活動に関連して，スムーズに創作の学習に結び付けられるようにし

ました。（p.49）

〔共通事項〕
⃝「アンサンブル セミナー」では，その教材を指導する際の目安となる，〔共通事

項〕に示された音楽を形づくっている要素を表示しました。（p.10 〜 15）

主体的・対話的で深い学び
⃝吹き出しなどで生徒の思考の例を明示することによって，生徒の「思いや意図」

を生かしながら，「主体的・対話的で深い学び」が実現できるようにしました。
（p.11，13，15）

伝統文化の尊重
⃝我が国の伝統的な音楽に親しみながら，それらのよさを感じ取り，愛着をもつこ

とができるようにしました。（p.40 〜 69，p.92 〜 95，p.98・99，p.107）

国際理解
⃝特に「打楽器」のセクションでは，諸外国の民族楽器も取り上げ，諸外国の音

楽文化に対する理解が進むように配慮しました。（p.70 〜 74）

社会とのつながり
⃝生活や社会と音楽とのつながりを実感できる教材を掲載しました。（p.4・5，

p.107）

そ
の
他

ICT 機器の活用
⃝紙面上の二次元コードに埋め込まれた URL を読み取ることによって，学習をサ

ポートする参考資料を閲覧することができるようにしました。

特別支援教育への配慮

⃝特別支援教育の専門家から助言を得て，学習活動文の配置を工夫するとともに，
見やすく分かりやすい紙面になるよう配慮しました。

⃝色覚問題の専門家から助言を得て，色の見分けがつきにくい生徒の色覚特性に
も配慮した配色にしました。また，学習に必要な情報が，色の違いのみに依存し
ないようにしました。

文字・印刷・製本

⃝文字は見やすく，過度にデザイン的にならないように配慮しました。

⃝印刷は鮮明で，製本は開きがよく安全で堅牢な「糸中綴じ方式」を採用しました。 
６本の糸はそれぞれ独立しており，うち 1 本が損傷しても影響はごく軽微です。

教科書の特色7
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 2. 対照表

図書の構成 学習指導要領の内容

ペ
ー
ジ

教材名

器楽 創作 音楽を形づくっている要素

ア イ ウ ア イ ウ 音
色

リ
ズ
ム

速
度

旋
律

テ
ク
ス
チ
ュ
ア

強
弱

形
式

構
成

（ア）（イ）（ア）（イ） （ア）（イ）

10 聖者の行進 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○

12 千の風になって ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

14 風にのって ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

16〜31 リコーダー ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

32〜39 ギター ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

40〜48 箏 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

49 My Melody ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

50〜55 三味線 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

56〜61 太鼓 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

62〜65 篠笛 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

66〜69 尺八 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

70〜74 打楽器 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

76 Edelweiss ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

77 星の世界 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 春 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

79 I Got Rhythm ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 笑点のテーマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

81 海の見える街 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

82 美女と野獣 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

83 トリステーザ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84 ブルタバ（モルダウ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

86 大きな古時計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

87 One Week ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

88 クラッピング ラプソディ 第１番 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

90 打楽器のための小品 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

92 MATSURI ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 「寄せの合方」によるリズムアンサンブル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

96〜99 楽器で Melody ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○




